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カカリリキキュュララムムととはは  

 幼稚園では、自由に子どもたちが遊ぶ姿をよくみかけます。しかし、幼児教育は、野

原や公園で子どもを自由に遊ばせることではありません。幼児教育が幼稚園などの公的

な教育機関で行われる場合、そこには意図的な計画があります。そのような意図的な計

画のうち、幼稚園に入園してから修了するまでに子どもが身につける経験の総体を示し、

その道筋を定めたものを「教育課程（カリキュラム）」と呼びます。つまり、教育課程（カ

リキュラム）とは、幼稚園における教育の全体的計画のことです。  

カリキュラム (curriculum)は、ラテン語の [currere]を語源とする言葉で、[currere]は古代

の競争または競馬の走路を意味します。従って、幼児教育におけるスタートからゴール

までの一定の辿るべき道筋がカリキュラムなのです。  

 

11  カカリリキキュュララムムのの実実際際  

(1) 前提となる法律 

 教育課程は、幼稚園での教育に関する法律を前提としています。「幼稚園教育要領」が

それにあたります。幼稚園教育要領では、教育課程の編成に関して、以下の事柄が定め

られています。  

 

・幼稚園生活全体を通して、ねらいが総合的に達成されるように教育期間や幼  

児の生活経験や発達の過程を考慮して具体的なねらいと内容を組織すること。  

・幼児期の特性を踏まえて、入園から修了までの長期的な視野をもって充実し  

た生活ができるように配慮すること。  

 

 つまり、入園から修了までという時間全体と、幼稚園の内外を問わず保育が行われる

空間全体を含み、幼稚園がどのような教育目標を設定し、その目標を達成するためにど

のような活動をどのような順序で行うかということを教育課程は示します。  

 では、教育課程が実際にどのように作られているかを、教育課程を構成する教育目標、

教育課程編成の方針、年間指導計画ごとに具体的に見ていきましょう。以下に示す具体

例は日本の東北地方にあるA幼稚園の教育課程です。  

 

2 カリキュラムづくりの概要 
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(2) 教育目標 

 教育目標は、幼稚園において子どもをどのような人間に育てたいかという目標を具体

的に示したものです。教育目標は幼稚園によってさまざまですが、A幼稚園では、以下

のような教育目標を掲げています。  

心を広げ 夢をもち いきいきと活動する子どもたち 

○考えて行動する子（社会性を育てる）  

○健康で元気な子（運動機能を高める）  

○心を動かす子（情操を育てる）  

 

各幼稚園によって違いはあるものの、このように「考えて行動する子」「健康で元気

な子」「心を動かす子」など幼児の発達の諸側面（健康、社会性、情緒、認知、表現など）

に対応した教育目標を掲げる幼稚園が多くあります。このことは、幼児期に育てるべき

ものがまさに発達の諸側面にかかわり、全体として成し遂げられていくものであること

を示しています。  

 そして、A幼稚園は、これらの教育目標を、以下のように、3歳・4歳・5歳の各年齢別

に示して、指導目標としています。  

○指導目標 

心を広げ 夢をもち いきいきと活動する子どもたち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記のように、具体的に示すことで、教育目標のめざすところがより明確になり、教

育目標が年齢順に段階的に達成されていくものであることが分かります。  

考えて行動する子

（社会性を育てる）

健康で元気な子

（運動機能を高める）

心を動かす子

（情操を育てる）

・3歳児
  気の合う友達と一緒に遊ぶ楽しさを知る。

・4歳児
  友達同士気持ちを伝え合って遊びを進めていこうと
  する。

・5歳児
  グループやクラスの仲間で共通の目的をもち、
  積極的に遊びを進めていく。

・3歳児
  幼稚園に親しみをもち、元気いっぱい活動する。

・4歳児
  明るく伸び伸びと行動し、力いっぱい活動する。

・5歳児
  体を十分に動かしながら、意欲的に活動し充実感を
　味わう。

・3歳児
  生活の中で、いろいろなことに興味をもち楽しむ。

・4歳児
  生活の中で、感じたことや考えたことを自分なりに
  表現することを楽しむ。

・5歳児
  様々な出来事の中で、感じたことや考えたことを
  伝え合う楽しさを味わう。
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○遊びを中心とした生活の中で必要な環境構成や望ましい援助の在り方を探りながら、し
なやかに生きる幼児の育成に努める。  

○幼稚園の実態に応じ、教師の特性を生かし、教師の協力的な指導を行うなど指導体制の
工夫に努める。  

○地域や幼稚園の実態に応じ、家族や地域社会との連携を深めると共に、積極的に教育相
談や子育て支援の推進に努める。  

(3) 教育課程編成の方針 

 A幼稚園では、教育課程の編成にあたって、以下のような基本方針を立てています。  

 

 

 

 

 

これらの方針は、固定的なものではなく、全職員による幼稚園教育全般の評価をもと

に、子ども・保護者・地域などの実態とニーズに合わせて更新されていきます。「教育相

談や子育て支援の推進」といった方針は、社会や地域のニーズに応えるものです。従っ

て、こうした教育課程編成の方針は、それぞれの幼稚園を取り巻くさまざまな状況によっ

て異なるものとなります。幼稚園に通ってくる子どもはもちろんのこと、地域や社会が

幼稚園に何を求めているのかを知ることも重要となります。  

 
(4) 年間計画  

教育課程は入園から修了までの園生活全体にわたるもので、教育期間が3年間であれ

ば3年間、2年間であれば2年間の教育課程が編成されます。幼稚園教育要領では、より具

体的に、最低でも1年間に39週間の教育週数、1日で標準4時間の教育時間を定めています。 

そして、前述の教育目標を達成するべく幼稚園の教育期間をいくつかの時期に分けて、

保育の具体的なねらいと活動の内容を設定することになります。A幼稚園では、資料1、

2、3のように3歳児、4歳児、5歳児と年齢別に年間指導計画が立てられています。この年

間指導計画をもとに期または月・週・日ごとに、より具体的な保育計画が作成されます。  

資料にあるように、年齢ごとに1年を通して子どもがどのような発達をし、どのような

生活を展開するかということを見通して、1年間が4つから5つの時期に分けられています。

さらに、それぞれの時期により具体的な保育のねらいと内容が示されています。例えば、

幼稚園生活の出発点である3歳の「Ⅰ期：教師とのかかわりで安定する時期」では、「幼

稚園や先生に親しみをもち、喜んで登園するようになる」「好きな遊具や遊びを見つけ、

楽しく遊ぶようになる」ことがねらいになり、「喜んで登園し、いろいろな遊びをする」

「園での生活の流れや簡単なきまりを知る」「先生に親しみをもつ」ことが保育の内容と

なっています。これは、3歳で幼稚園に入園したばかりの子どもであれば、親と離れて集

団で過ごすことへの不安が大きいというこの時期の子どもの姿があるからです。この時

期に幼稚園に親しみ、幼稚園で安心して生活できるようになることが、次の時期におけ

る新たなねらいと内容へとつながっていくことになります。そして、4歳児、5歳児と年

齢が上がるにつれて、人とかかわること、環境とかかわること、表現することなど発達
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の諸側面に対応したねらいと内容はより深まりと広がりを持つようになります。  

また、各年齢の年間指導計画の12月～3月の内容に、「雪や、氷、霜などに興味をもち、

冬の遊びを十分楽しむ」（4歳）、「手袋、ジャンパーなどの着脱や始末を自分でする」（4

歳）となどとあるのは、A幼稚園が雪の多い、寒い地域にあることを反映しています。

保育の内容は、このようにそれぞれの幼稚園がある地域の気候や自然環境を生かすこと

も重要となります。  

 
(5) 行 事 

 行事も教育課程に含まれます。下表は一般的に幼稚園で取り入れられている行事です。

行事における活動は、普段の幼稚園生活を下敷きにし、その延長にありつつも、普段の

保育ではなかなか経験できない活動に出会う機会として重要です。入園式・卒園式・お

誕生日会など幼稚園生活や子どもの成長の節目をお祝いする行事、七夕・十五夜・節分・

ひなまつりなど季節や文化を伝承する行事、遠足・運動会・発表会などの子どもの経験

を豊かにする行事などがあります。これ以外に、その園の地域性や、教育的特色を出す

ために考慮された行事が組まれていきます。  

これらの行事をいつどのように行うかということも教育課程を作成する上で重要で

す。季節に合わせて行ったり、子どもの発達の実態を考慮したりして、参加することの

喜びや感動、達成感の得られるものとなるように計画することが大切です。また、保護

者や地域の人々と連携するために、幼稚園での子どもの成長をみてもらう機会として取

り上げるのもよいでしょう。  

＜年間行事計画＞ 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 

始業式 

入園式 

保護者会 

定期健康診断 

子 ど も の 日 の

集い 

親子遠足 

保育参観 

野 菜 苗 植 え

（さつま芋、枝豆他）

遠足 

プール開き 

七夕祭り 

夕涼み会 

保護者会 

終業式 

夏季保育 

 

始業式 

防災訓練 

野菜収穫（枝豆）

プール納め 

10月 11月 12月 1月 2月 3月 

運動会 

野菜収穫（さつ

ま芋掘り） 

保護者会 

保育参観 

遠足 

発表会 

餅つき会 

終業式 

始業式 

たこあげ大会 

豆まき 

遠足 

小学校訪問 

保護者会 

ひなまつり 

お別れ会 

卒園式 

終業式 

(6) 教育課程の更新 

 教育課程は、一度作成されたらそのまま固定し、継続されていくものではありません。

毎日の保育を通して実践していくなかで反省・評価し、より子どもの実態に合わせた、

子どもの生活の充実と発達を助長するものとなるように、教育課程を改善し更新してい

かなければなりません。  
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資料1 
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資料2
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資料3 
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